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研究成果の概要： 

胃 MALT リンパ腫の免疫グロブリン重鎖遺伝子解析から慢性炎症を基盤に発生する MALT リンパ

腫群と慢性炎症の関与が明らかではない群は互いに独立していることを明らかにした。またアジア、欧

州、米国間で共同研究を行い、皮膚辺縁帯 B 細胞リンパ腫は慢性炎症の関与が明らかではない群で

あること、DAPK およびｐ１６遺伝子メチル化が高率に認められること、またアジア症例には好酸球の浸

潤が特徴的であること、を明らかにした。MALT リンパ腫全体像を最新成果とともに総説に著した。 
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１．研究開始当初の背景 
 MALT リンパ腫の発生には慢性炎症が深く関
与すると考えられている。多くの腫瘍は緩慢な経
過を示すが、時に高悪性度腫瘍に進展する。し
かし API2-MALT1 キメラ遺伝子など特異的遺伝
子が関連している群では明らかな慢性炎症の関
与が認めらない。また慢性炎症および特異的遺
伝子異常が認められない群も存在する。 
 
２．研究の目的 
 MALT リンパ腫を（I）慢性炎症が深く関与して
いる群、（II）API2-MALT1 キメラ遺伝子など特異

的遺伝子が関連している群、（III）その他に分類
し、それぞれの群の分子生物学的、臨床病理学
的特徴および関連を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 MALT リ ン パ 腫 を 臨 床 記 録 お よ び
API2-MALT1 キメラ遺伝子の有無から上記３群
に分類した。それぞれの群に該当する症例を分
子病理学的に解析し、それぞれの群の持つ特
徴を、分子病理学的に解析した。 
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（１）胃MALTリンパ腫を上記分類し、免疫グロブ
リン重鎖遺伝子解析を行ったところ、I 群では特
徴的な VH 断片が認められたが、II,III 群ではそ
のような VH 断片は認められなかった。ゆえに I
群は特異な腫瘍集団を形成し、II,III 群への移
行は一般的ではないことが示唆された。 
（２）MALT リンパ腫の皮膚 counterpart である皮
膚 辺 縁 帯 B 細 胞 リ ン パ 腫 は 慢 性 炎 症 や
API2-MALT1 キメラ遺伝子が陰性で III 群に属
する腫瘍である。この腫瘍は比較的希で、また
地域により差異があることが示唆されている。わ
れわれはアジア、欧州、米国が参加した国際共
同研究を行い、この腫瘍の全体像を明らかにし
た。その結果、この腫瘍は共通してボレリア感染
とは関連がなく、緩慢な臨床経過を示し、DAPK
遺伝子やｐ１６遺伝子のメチル化が認められた。
反面、アジア症例では好酸球の浸潤が特徴的
であった。 
（３）その他、MALT リンパ腫に関連した研究結
果を多数報告した。また自身の最新成果ととも
に MALT リンパ腫全体像を総説に著した。 
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